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令和７年度 第１回赤平市総合教育会議議事録 

 

▼日時：令和７年１２月２４日（水）午後３時２０分～午後４時１０分 

▼会場：赤平市役所庁議室 

▼出席者 

 （構成員） 

市  長   畠 山   渉 

教育委員   髙 澤   司 

教育委員   瓜   郁 夫 

教育委員   三 浦 悠 輔 

教育委員   浦   見也子 

教 育 長   高 橋 雅 明 

（事務局） 

総務課長   櫻 庭 敏 夫 

庶務担当主幹 佐 藤 文 計 

庶務係長   山 本 和 弘 

（企画課） 

企画課長   成 田 博 之 

（教育委員会） 

学校教育課長 伊 藤 彰 浩 

社会教育課長 伊 藤 茂 樹 

 

▼内容 

● 総務課長（櫻庭課長） 

只今から、令和７年度第１回赤平市総合教育会議を開会いたします。 

次第に従いまして、始めに市長よりご挨拶を申し上げます。 

 

１ 市長挨拶（参考例） 

本日は、何かとご多用のところお集まりいただきまして誠にありがとうご

ざいます。 

令和７年度の第１回赤平市総合教育会議を開催させていただきます。 

教育長をはじめ、各教育委員の皆様におかれましては、新制度に基づいた

適切な運営によりまして、本市の教育行政に対し深いご理解とご協力をいた

だいておりますことに心から敬意と感謝を申し上げる次第でございます。 

さて、昨年度の総合教育会議では、令和７年度に実施予定の第６次赤平市

総合計画計及び赤平市しごと・ひと・まち創生総合戦略の教育関係事業につ

きましてご協議いただき、それぞれに計画に基づき取り組んできたところで

ございます。 
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本日の議題でございますが、「令和８年度実施予定の総合計画及び総合戦

略の教育関係事業について」、そして「令和８年度教育行政施策について」

の２点についてご協議いただきたいと思います。 

現在、教育を取り巻く環境は、非常に厳しいものであると感じております。 

また、統廃合により学校数も小学校１校、中学校１校でございまして、当

然、少子化により児童生徒数も減少しております。 

これまで表に出てこなかった多種多様な諸課題に対応するため、学校教職

員はもちろんのこと、教育委員の皆様におかれましてもご苦労されているか

と思います。 

現在、今年度からスタートしました第６次赤平市総合計画の後期実施計画

と第３期総合戦略の下、より一層、学校教育、社会教育等の充実に向け、取

り組んでまいりたいと考えておりますので、教育委員の皆様からの忌憚のな

いご意見をいただければと思います。 

結びとなりますが、教育行政の推進に対し、今後とも皆様のお力添えをい

ただきますようお願い申し上げまして、開会にあたり、私からの挨拶とさせ

ていただきます。 

本日は、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

● 総務課長 

ありがとうございました。 

それでは、次第によりまして議事に入りたいと思います。 

議事の進行につきましては、赤平市総合教育会議の運営に関する要綱第４

条第１項の規定により、市長が議長となり、進めさせていただきます。 

市長、よろしくお願いいたします。 

 

２ 議題 

⑴ 令和８年度実施予定の総合計画（総合戦略）事業について 

● 市長 

それでは、議題の１点目、令和８年度実施予定の総合計画（総合戦略関係）

についてでございます。 

学校教育課長の方から説明をお願いいたします。 

 

● 学校教育課（伊藤課長） 

市長が提案する協議事項としまして、令和８年度実施予定の総合計画（総合戦

略）事業についてご説明いたします。別紙資料１をご覧願います。 

はじめに、「①人材育成・定住促進奨学金制度」についてでございます。 

事業の概要及び事業の進捗状況につきましては資料に記載のとおりであり、償

還開始者に占める免除者の割合は、ほぼ横ばい増加傾向にあり、令和７年度にお

きましても、５割弱となっております。 
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次に、「②高等学校等通学費等支援事業」についてでございます。 

 事業の概要及び事業の進捗状況につきましては資料に記載のとおりであり、令

和５年４月より月額７，０００円を１０，０００円に増額したところですが、令和

７年度の支援の状況は、四半期の二期目分まで支給を終えており、１２月２９日

に三期目分が支給される予定でございまして、本年１２月支給人数は１５２人と

なっております。 

 令和８年度につきましては、令和７年度と同様に実施する予定であります。 

次に、「③公設塾の開設」についてでございます。 

 事業の概要及び事業の進捗状況につきましては資料に記載のとおりであり、令

和７年度の中学生の公設学習塾登録生徒数は３２人であり、赤平中学校生徒数に

占める登録割合は、近年は３割程度で推移しているところであります。 

令和８年度につきましては、令和７年度と同様に実施する予定であります。 

次に、「④学校ＩＣＴ環境整備事業」について２点ございます。ともに児童生徒

が使用するタブレット端末についてでございますが、事業の概要及び事業の進捗

状況につきましては資料に記載のとおりであり、児童生徒１人１台端末の利用が

６年目を迎え、授業での日常的な活用、教師用ｉＰａｄの配備、休業期間中及び出

席停止児童の家庭への持ち帰りによるオンライン学習など進めております。 

令和８年度につきましては、ＡＩ型ドリル教材使用料として２，６２５，０００

円、フィルタリングソフト使用料として６６７，０００円を予算計上する予定で

あります。  

もう一点が、タブレット端末の更新についてでございます。 

現在、小・中学校で使用しておりますタブレット端末ｉＰａｄでございますが、

６年目を迎え更新時期となりました。 

これにつきましては、赤平市だけではなく、全国的なものでございまして、今年

度を含み、ここ３年程度で一斉に端末の更新が行われます。 

赤平市におきましては、令和８年度に更新する予定であり、機器不足等で支障

が生じないよう、北海道が中心となった共同調達会議に参画し、確実に機器の更

新が実施できるよう、道補助金の活用を見据え、準備を進めているところであり

ます。 

最後に、社会教育関係になりますが、「⑤炭鉱遺産ガイダンス施設の有効活用」

についてでございます。 

赤平市の炭鉱遺産を紹介する拠点施設である「炭鉱遺産ガイダンス施設」でご

ざいますが、平成３０年７月オープン以来、７年が経過し、当初の想定を上回る来

場者数で推移している状況でございます。 

令和８年度におきましても、多くの方にご来場していただけるよう、引き続き、

炭鉱遺産の有効活用を図ってまいります。 

 以上、５項目につきまして、ご提案申しあげましたが、今後の予算協議等におい

て事業費などが変更になる可能性がありますので予めご了承願います。 

これで令和８年度実施予定の総合計画（総合戦略）事業についての説明を終わ
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りますので、よろしくご協議いただきますようお願いいたします。 

 

● 市長 

ただいま令和８年度の実施予定の教育関係事業について、ご説明申し上げ

ましたが、これにつきましてご意見、ご質問等ございますでしょうか。 

 

● 髙澤委員 

先ほど、タブレットの説明がありました。 

先月ですけれども、私たち教育委員、教育長、教育委員会の方と一緒に学校訪問

をしてきました。 

タブレットを非常に有効活用されまして、タブレットばかりを使っているわけ

ではなく、それをうまく利用しながら「読むこと」、「書くこと」をきちんとやって

いました。 

そして、生徒・児童の集中力を高める上でも非常に良い使い方をされており、使

い方についても先生方がいろいろ工夫されており、勉強されているなと感じまし

た。  

毎回行くたびに使い方が変わっていて、使い方も上手になられており、今の時

代に合った教育をされている感じがしましたので、引き続きよろしくお願いした

いと思います。 

 

● 市長 

タブレットの更新の時期となっており、ｉＰａｄは長く使えるものではありま

すが、それでも６年は経過している状況です。 

ありがとうございました。 

 

● 瓜委員 

タブレットは非常に効果的、効率的に使っているということが印象です。 

確かにタブレットを使うことにより授業のスピード化が図られているなという

ことは感じました。 

でも、便利すぎるがゆえのデメリットってどこかに出てきているのではないで

しょうか。その辺についても先生方は注意していただきたいと思います。 

例えば、もう少し紙に書く時間があっても良いのではないかとか、家に帰って

広告の裏紙を使って書く習慣など、こういうものが少なくなってはいないのか、

ということをちょっと心配させていただきました。 

 

● 市長 

タブレットを使いますと、非常に効率も良く、子供たちにとっては面白いと思

う。 

また、便利すぎるというデメリットという側面があるのかもしれない。 
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● 浦委員 

うちの放課後子供教室の方で子どもたちがタブレットを使いながら勉強する姿

を見ていますが、使い方が一定してないというか、ゲームをしたり、別なものを見

たりとかするようなところもあったので、まだ定着してないと感じています。 

低学年は特にそうだと思います。 

タブレットが学力向上に繋がると言われていると思いますけれども、どのぐら

いの成果が出ているのかをお聞きしたい。 

 

● 学校教育課（伊藤課長） 

教科によって、向き不向きはあるかもしれませんが、中学校より小学校の方が

授業でタブレット端末を使いこなしている印象があります。 

家庭学習においても活用されていますが、結果として数字に反映されていない

状況ですので、成果という部分においては、もう少し時間がかかるのではないか

と考えております。 

 

● 三浦委員 

高等学校等通学費等支援事業ですけど、自分も娘２人、上の子がこの制度で大

変お世話になりまして、下の子も近々おそらく利用することになると思う。 

今より増額とは言いませんが、何とか今の制度を維持していただけたらとても

助かりますので、前向きな検討の方をよろしくお願いいたします。 

 

● 市長 

高等学校等通学費等支援事業については、制度が始まった当初は５，０００円

で段階的に７，０００円に引き上げ、それから１０，０００円に引き上げました。 

本当に助かっているというご意見、感想等も聞いておりますが、事業の継続に

ついてはこれからも努力してまいりたいと思っておりますし、また、増額をとい

うお話も併せまして、しっかり取り組んでまいりたいと思っております。 

 

⑵ 令和８年度教育行政施策について 

次に、議題の２点目、令和８年度教育行政施策についてでございます。 

教育長から、説明をお願いいたします。 

 

● 教育長 

 教育委員会が提案する協議事項といたしましては、別紙資料２「令和８年度教

育行政施策について（新規・拡充）」、記載の学校教育関係３項目、社会教育関係１

項目の計４項目であります。 

１点目は、新規でございますが、「赤平小学校特別教室空調設備設置に向けた実

施設計委託料」についてであります。 

予算は教育費の小学校管理費になります。 
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赤平小学校の特別教室、具体的には音楽室・理科室・家庭科室・図工室につきま

しては、現在、空調設備はなく、簡易的なスポットクーラーで対応しているところ

であります。 

しかし、十分に温度を下げることができず、機械の音、排熱方法に課題がある状

況でございます。 

現在、赤平中学校におきましては、特別教室も空調設備は整備されております。 

赤平小学校におきましても、国の交付金を活用し、令和９年度空調設備設置工

事、令和８年度におきましては、設置工事に係る実施設計委託料の費用をお願い

いたしたく、ご提案申し上げます。 

２点目も、新規でございますが、「赤平中学校体育館空調設備設置に向けた実施

設計委託料」についてであります。 

予算は教育費の中学校管理費になります。 

近年の猛暑により、空調設備が整備されていない赤平中学校の体育館において、

気温が上がると体育の授業や部活動等に支障をきたしております。 

 そこで、国は、避難所に指定されている学校体育館に空調設備整備を推進する

ため、特例交付金を創設いたしました。 

 現在、市教委では当該交付金の活用に向け、準備を進めているところでありま

すが、令和９年度空調設備設置工事、令和８年度におきましては、設置工事に係る

実施設計委託料の費用をお願いいたしたく、ご提案申し上げます。 

 ３点目は、拡充でございますが、「学級減及び教職員業務の負担軽減に対応する

教諭・支援員等会計年度任用職員を雇用する費用」についてであります。 

予算は総務課所管の職員給与費になります。 

現在、市教委では学校職員の働き方改革を推進しております。 

学校教育は学習指導のみならず、生徒指導や保護者対応など、学校が抱える課

題は、より複雑化・困難化している状況にあります。 

このような中、文部科学省の教員勤務実態調査の集計において、看過できない

教員の長時間勤務実態が明らかとなりました。 

赤平市の小・中学校においても同様の傾向となっており、早急な対応が必要と

判断したところであります。 

ご承知のとおり、全国的に教員の成り手不足が叫ばれている中、もちろん北海

道におきましても同様でございまして、教職員の人こと配置において支障をきた

している状況であります。 

学校職員の働き方改革を進めている中、学校現場のサポートをするべく、学校

事情に合わせた市費教諭・支援員等の人員確保する費用をお願いいたしたく、ご

提案申し上げます。 

４点目は、社会教育課関係、新規でございますが、「東公民館改修工事費」につ

いてであります。 

 予算は教育費の東公民館費になります。 

 これまで東公民館は、公共施設等総合管理計画等において、「旧茂尻小学校の校
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舎を活用して機能移転を検討し、現建物は売却や活用を検討し、活用策がない場

合は除却する。」としておりましたが、現在の施設が旧茂尻小学校よりも地域の中

心に近く、新耐震基準も充たしていることから、長寿命化を図り活用していくよ

う方針を変更したところであります。 

 これに伴いまして、劣化のみられる屋上防水工事を予防的に行うとともに、利

用者から要望の多いエアコン設置を併せて行うため、令和７年度中に実施設計を

行う予定であります。 

 東公民館は公民館活動の拠点施設であり、支所機能を併せ持つ複合施設でもあ

りますことから、令和８年度におきましては、長寿命化に向けた改修工事に係る

費用をお願いいたしたく、ご提案申し上げます。 

以上、教育委員会が提案する協議事項４項目でござます。 

よろしく、ご協議いただきますようお願い申し上げます。 

 

● 市長 

ただいま令和８年度の教育行政施策について、教育長より４項目について

説明申し上げましたけれども、はじめに、関連性がございます、１点目と２

点目、「小学校特別教室の空調設備と中学校体育館空調設備の設置に向けた

実施設計委託料」ということでございますが、この２点につきまして、ご意

見、ご質問等ございますでしょうか。 

新築したときに一部設置しているんですけれども、近年の猛暑ということもあ

りまして、如何でしょうか。 

これはこの通りで進めさせていただいてよろしいですか。 

無いようでしたら、次に移りたいと思います。 

 

次に、「学級減及び教職員業務の負担軽減等に対応する教諭・支援員等会

計年度任用職員を雇用する費用」ということでございますが、ご意見、ご質

問等ございますでしょうか。 

無いようでしたら、次に移りたいと思います。 

最後に、社会教育関係になりますが、「東公民館改修工事」ということで

ございますが、ご意見、ご質問等ございますでしょうか。 

 

● 浦委員 

 旧茂尻小学校の活用ですが、赤平幼稚園が今、旧幌岡小学校を活用して幼稚園

という形で使用しておりますが、旧茂尻小学校もその様な使い方は検討していな

いのでしょうか。 

幼稚園の園児数が激減しており、あの施設で２０人弱になって運営しています。 

子どもたちにとって少人数はかなり厳しいものがあり、小学校も一つ、中学校

も一つ、幼稚園と保育所が認定子ども園という形で一つになるという考えがあっ

ても良いのではないかと思います。 
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旧茂尻小学校を改修してくださいということではありませんが、旧幌岡小学校

ができたのなら、旧茂尻小学校もできるのではないかと考えています。 

 

● 教育長 

今、赤平市で子供が生まれているのが年間２０名程度です。将来的に今の文京

保育所一つで対応できるということもありますし、旧茂尻小学校も傷みが進んで

いるので改築するにも費用がかかることから難しい問題です。 

 

● 浦委員 

今、文京保育所もかなり満杯の状態であり、現在は若葉保育所に３歳未満児が

行っているような形だと思います。 

説明をお聞きしまして、数年後にはその様な形になって行くと理解いたしまし

た。 

 

● 市長 

学校を改築してという様な考え方も当然あると思います。 

今ちょうどその狭間と言いますか、一番難しい時期だと思います。 

少子化が進まないように取り組みを進めておりますが、現実も人口減少は進ん

でおります。今、お話にあったことも当然検討してきたところです。 

 

教育行政施策について４点お話ししましたけれども、今いただきましたご意見

等も踏まえまして、新年度に向けて検討してまいりたいと思います。 

では最後にその他についてございますけれども、本日協議いただいた以外のこ

とで何かご意見等がございますでしょうか。 

それでは以上で本日の議題に全て終了いたしました。 

皆様方からいただきましたご意見を踏まえまして新年度予算、またその他の施

策に向けて検討していきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

３ 諸連絡・閉会 

● 総務課長 

議事進行ありがとうございました。 

次第の３諸連絡・閉会でありますが、次回の会議の開催につきまして、ご

連絡いたします。 

児童、生徒等の生命又は身体に現に被害が生じるなど、緊急の場合には必

要に応じて会議を招集させていただきますが、通常の場合でありますと新年

度に入ってからの開催を予定しております。 

その場合は、改めてご案内をさせていただきます。よろしくお願いいたし

ます。 

以上をもちまして、令和７年度第１回赤平市総合教育会議を閉会といたし
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ます。本日は、ご協議ありがとうございました。 


